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[講演記録]

学士課程プログラムの展開と教育の質保証

一筑波大学の事例紹介を兼ねてー

清水 一彦

Development of Bachelor's Degree Program and Quality Assurance: 

A Case Study ofTsukuba University 

Kazuhiko SHIMIZU 

第9園高等教育質保証研究会

「学士課程プログラムの展開と教育の質保証

筑波大学の事例紹介を兼ねて j 

講師 清水 一彦 氏

( 筑波大学 教育担当副学長・理事)

日時 2011年12月27日 (火)

1 はじめに

筑波大学は、 2年後に40年を迎えます。 私も日ごろか

らよく改革の40年サイクルの話をするのですが、 いつ

までも「聞かれた大学JI新構想大学jにとどまってい

て は い け な い と 考 え、 現 執 行 部 は ス ロ ーガ ン を

IIMAGINE THE FUTURE. (未来を拓く )Jに変えま

した。 これは1l羽生のコピーライターが作成してくれた

も の で、 さ ま ざ ま な と こ ろ でIIMAGINE THE 

FUTURE.Jを宣伝しています。 入学生には全部このロ

コ。が入ったバッグを持たせ、 大学を訪問する人たちにも

このスロ}ガンを広げているところです。 また、 プロの

人 に 作曲してもらってIIMAGINE THE F UTURE.J 

の歌もできましたし、 DVDもできました。 さまざまな

方法で大学の広報・宣伝に使っています。

2 筑液大学の最近の教学改革

一「教育イニシアティフ機構Jの設置ー

最初に、 筑波大学の最近の教学改革を幾っか紹介した

いと足、います(スライド2)0Ií教育イニシアティブ機構j

の設置jから「教員組織と教育組織との分高むまであり

ます。 この「教教分離Jと一般に呼ばれるものは、 新橋

想の筑波大学が当初から行っていたものですが、 法人化

とともに大学院重点化を実施し、 7年ほど前から波大と

同じように教員は大学院の研究科に所属させています。

しかし、 そこにはさまざまな不都合が生じてきたので、

もう一度原，占に戻って教員組織と教育組織を分離させる

原点回帰の改革で、 これまでの反省を踏まえて新たな教

教分離を行ったところです。 この10fJから施行されて

おり、 一番ホットな改革です。

現執行部は、 まず教育体制図を整備しました(スライ

ド3)0I教育イニシアテイブ機構Jは、 会学の教育の基

本方針や基本吉I'ií!îを立てるところで、 機構長は学長、 副

機構長は教育担当副学長です。 その中の企闘を専門に扱

う「教育企画室jは十数名の教員により構成されていま

す。「未来教育開拓プログラム部会」は、 各組織を横断

するような新しい教育プログラムを開拓・開発し、 それ

を育てていくための経済的支援を含むもので、 専攻や学

類という、 組織になる前の教育プログラムをサポートし

ます。「学f立プログラム部会」は、 従来の学類や専攻と

は異なりパーチャル的な横断的学位プログラムを扱い、

複数の専攻や学類の集まった新しい考え方によるもので

す。 これによって、 将来的には専攻や学類、 研究科、 学

群などの組織をなくそうというものです。 つまり、 文字i

省が進めようとする学位プログラム化です。 しかし、 組

織をなくすためには学校教育法を改正しなければいけな

いため、 実現されるのはかなり先になると思いますが、

筑波大学は先導的な役割を怒っているので、 それをいち

早く手掛けようと始めたものです。

さらに、「教養教育機構」があります。 筑波大学は、

創設時から教養部を持たない全学出動態勢をとってお

り、 総合科目、 外国語、 体育、 情報処理、 国話、 芸術、
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日本語 日本事情という部会があり、 それぞれ担当の部

暑があります。 例えば外国語なら外国語センタ一、 体育

なら体育センター、 情報処理については情報学群、 国語

は人文系の学群が中心となり、 それぞれ責任の部署を

持った形で共通科目が編成されていますが、 それを全学

的に統括する組織として「教養教育機構Jを設けました。

機構長は教育担当副学長です。

このように、 教義教育を束ねる「教義教育機構jと、

学士課程と大学院課税を含めた全学の教育を統括する

「教育イニシアティブ機構Jという二つの新しい機構を

ここ3-4年の閥に設置し、 この下で改革が進行してい

ます。

3. r筑波ス空ンダードjの策定

二つ目の大きな改革として、 三つの「筑波スタンダー

ドjというものがあります(スライド4)。 これは一言

でいうと筑波大学の教育宣言であり、 広く社会に公表す

るためにつくったものです。最初は「筑波スタンダードJ

という学土課程のスタンダードをつくりました。会学的

な教育目標や教育のカリキユラム編成方針等々、 学群や

学類ごとにスタンダードが定められています。 それとは

別に、 教養教育のスタンダードがこの3月に完成しまし

た。 併せて「大学院スタンダードjがありますが、 これ

は研究科や専攻レベルではなく、 全学的なスタンダード

として作業を進めているものです。いずれはこれらを統

合し、 一つの「筑波大学スタンダ}ドjという形で公表

していきたいと思っています。 取りあえず、 作業的には

学士課程と教養教育と大学院という三つに分けてスタン

ダードをつくり、 それぞれの教育組織の基本形としてい

ます。

4目fグラデュエート・キャリア・プランjの実施

大学院については「グラテ'ユエート・キャリア プラ

ン」と名付けて、 五つのプログラムを走らせています(ス

ライド5)。

一つは大学院科B履修で、 学群生(学部生) が大学院

の科目を履修でき、 大学院に入ったときには単位になる

というものです。従来、 大学説生が学群の授業を取るこ

とはありましたが、 学群生が大学院の科目を履修するこ

とは制度化されていませんでした。 これを平成19年度

から制度化し、 理工系を中心に毎年70-80人の学生が

履修しています。

二つ目は大学院共通科呂です(スライド6)。 迷営は

大学院共通科目委員会で、 試行も含めてもう5年経って

います。カテゴリーを八つに分け、 それぞれすべての研

究科の学生が自由に履修できるというもので、 合計70

科目、 来年度は12科目培えて82科目になります。 この

ほかに、 各専攻から推奨科目を提供してもらい、 また、

産業界の方や約属学校の先生方、 例えば「教職論Jなど

の科目を提供してもらっています。これらの担当認定作

業は、 各研究科ではなく当該委員会が一括して担当する

教員の資格認定を行うという形を取っています。 先日、

大阪大学の中商先生や九州大学の岡本先生が本学へ来

て、 大学院共通教育のシンポジウムを行いましたが、 大

阪大学でも光実した内容の取組をされていると聞いてお

ります。

三つ目は「社会人のための博士後期課程早期修了プロ

グラムJです(スライド7)。 これはもともと文部科学

省の委託事業で行ったもので、 1年間で課程博士が取れ

るという実験試行的な事業です。これが成功すれば将来

的に論文博士をなくそうという国の意図も見え隠れして

いますが、 現在、 七つのうち四つの研究科がこれを実施

しており、 毎年20人ほどに博士学位が授与されていま

す。 社会人なので、 食業や官公庁に勤める人で、 論文が

ほぽ出来上がった草稿状態で入学して指導を受けます。

研究科によって違いますが、 20単位前後のコースワー

クもあり、 あとは論文指導を行い1年で諜程博士の学位

を出すというものです。まだ実験段階ですが徐々に定着

しつつあり、 われわれ教育学の分野でもこれに参商しよ

うと準備を進めているところです。

もう一つ、 筑波大学ではTAの発展形の制度として、

TF (Teaching Fellow) 制度を3年ほど前から実施して

います(スライド8)。ここでは、 博士後期の学生でTA

を経験した人の中から、 一定の条件をクリアした優秀な

TAをTFとして任用します。TFは、 指導教員の立会・

指導の下、 実際に大学院で授業を実施します。 筑波は3

学期制で一つの授業が10週ありますが、 10週全部授業

をしても、 半分でも、 またl週だけでもよいことになっ

ています。

その経費については、 通'品TAは1時間1，400-1.500 

円ですが、 TFは非常勤職員としての最大限である1，700

円近くの単価が支払われます。 しかも、 TAの給与は授

業時間×単価ですが、 TFは授業の準備や事後処理も労

働時間に含めるため、 有効な学生の経済支援策にもなり

ます。 われわれの設計では、 本当は単価もTAの倍以上

出したいのですが、 非常勤職員の規定などで制度的によ
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限が1，700円程度なので、 授業外の時間も労働時間に含

めることでそれを補っているというのが実態です。ある

研究科では、 毎年プレゼンテーションを取り入れながら

TFの中から最優秀TFを選び、 研究科から表彰していま

す。 例えば助教の人事の際に、 TF最俊秀賞の受賞が決

め手になって採用されたということも現にあったため、

キャリアパスにも非常に有効です。 このような制度の下

に、 毎年60人ほどのTFが誕生しています。

5， r未来構想大学講座jの開設

今 年 度 か ら、 先 ほ ど 紹 介 し たrlMAGINE THE 

FUTURE.Jという新しいスロ}ガンを反映する講座と

して「未来構想大学講座Jを設けました(スライド 9)。

筑波大学は、 従来は「新構想大学Jと言われていました

が、 新しくilMAGINE THE FUTURE.Jという理念

の下、 未来を構想する未来構想、大学として、 大学院生も

含めた全学学生に特設科目を幾つか設定し、 現在、 五つ

の講座を大学で認め開設しています。

「筑波大学特別講義一大学と学問 Jは、 学部レベル

l年生を主な対象として設けた総合科目(必修科目) の

一つで、 学長以下、 産学官のトップリーダーを招いて開

設している講座です。 毎年、 約 500人の学生が受講して

おり、 唯一講堂で実施しています。「世界に挑む産業界・

官界トップリーダーによる連続リレー講義Jは非常に目

新しいものなのですが、 これについては後で詳しく説明

します。 また、 本学のマス コミに就職したOB' OGの

人たちを招いて、 創設者の青木彰氏の名前を取ったマス

コミの記念講座を開設しています。「勇者の鼓動 未来

を創るスポーツ玉悶 Jは、 これも総合科目の一つで、

荻原健司さんなどオリンピックで金メダ ルを取ったよう

な選手を招いて授業をしてもらっています。一千香新しい

ところでは、 荒川静香さんをお呼びしました。それか

ら、 芸術分野のOB、 OGをお招きして、 実際にはこの

ような学群 学類はありませんが、 「創造学群表現学類

一OBOG指導によるクリエイテイブ体験講座ー」とい

う講座名で大変クリエイテイブな体験講座を開講してい

ます。

6. 3学期制から2学期制への移行

最近行われた数学改革としては、 学期制lの見直しが挙

げられます(スライド10)。 新構想のシステムとして注

目されたのが3学期制とクラス担任制で、 現在もクラス

担任制は続いています。lクラス約20人の少人数のクラ

ス担任制です。童日設以来ずっと3学期制が続いていまし

たが、 10年ほど前から学生や教員の聞から2学期制の方

がいし、という声が非常に高まり、 約6割を占めるにまで

主りました。 そこで、 前の執行部のときにも2年ほどか

けて学期総の見直しを行い、 2学期制に移行するという

結論を出したのですが、 笑施するまでには至りませんで

した。 新構想大学の持つ目玉システムなので、 変えるに

はきちんとした理念がないと駄目だと指摘され、 最後は

その墜に突き当たって断念しました。 しかし、 今の時期

に移行しなければ永久にできないだろうと思い、 関係者

にも丁寧に説明しながら、 最終的に学内外からの合意を

取りつけました。 さまざまな作業があるので2年間ほど

余裕を持たせて、 平成25年度から笑施することになっ

ています。

単に2学期時Ijに戻るのなら他大学と悶じになってしま

い、 筑波大学の改革を先導する役割が担えません。そこ

で何とか工夫を加えるため、 6区分のセメスター制を敷

くことにしました。婆するに、 12カ月を2カ月ずつに区

切り、 さらにモジューyレ制という考え方を導入して、 l

モジュール 5遡としました。 通常の2学期制は15函の講

義を行いますが、 本学の3学期総では一つの学期が10週

でしたので、 10遡で授業を組んでもいいし、 あるいは

一つの授業を連続して行えば 5週でl単位になるので、 5

週の授業を組んでもいいようにしたのです。実際、 既に

本学の社会人大学院はこういう形で集中的な授業を行っ

ています。このように弾力的な運用ができる制度を設計

し、 授業湯河についても各組織で決めていいという方針

で現在作業が進んでいます。

今のところ人文系と理工系は15週で考えているよう

ですが、 教育学など一部では10避で組もうとしていま

す。10週で組む場合には、 授業をご コマ続けてします。

現在の筑波大学の3学期制ですと、 6月で授業は終わり、

7�8月が休みで、 9月から2学期が始まり、 3学期が12

月から始まるという形態ですが、 平成25年度からは10

週で緩んだ場合、 6月で前期が終わり、 後期は10月から

始まるので、 7�9月が休みになります。先生方の授業

の休みが増えることになります。

もちろん、 3学期制のカリキュラムをそのまま2学期

市Ijで実施するためには、 相当裏番組をつくらなければで

きません。 筑波大学には学部と大学院に約6，000ずつ科

目があり、 どう考えても多すぎます。 ちょうど今年は

節電の年でしたので、 節電25%のB標は盤現としても、

大学が実現の目標にした15%はカリキュラムを削減す
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るようお願いをしました。体育の分野では30%ほど削

減する方針で進んでいます。学内ではかなり理解しても

らえていますが、 とはいえ工学系のJAB E E を受けてい

るようなところは科目をなかなか減らせません。もちろ

ん医学や看護などもなかなか減らせませんが、 全学的に

はとにかく科目を厳選するべく作業を進めているところ

です。来年の夏ごろまでにその作業を終える予定で、 先

生方に協力してもらっています。

もう一つ、 筑波大学は1回の授業が75分ですが、 これ

は筑波のDNAなので残すことにしました。 普通、 2学

期制(セメスター制) では、 90分ないしは100分で授業

を組みます。しかし、 われわれは長年の経験上、 l図の

授業を75分としてシラパスをつくっていますので、 そ

れがしっかりと身に付いています。これを変えるとシラ

ハスも全部変えなければいけなくなるので、 lコマ75分

という制度は維持しました。75分は1.5時間でカウント

しますので10適すれば15時間になり、 これを講義の場

合にはl単位と数えています。

ところが、 15週だと1.51時間x 15il&で22.5時間です。

ここで知恵を出し合いましたが、 特に、 外国語の授業は

これまで30時間でl単位としていたので、 2学期制では

その時間分の授業がうまく組めないのです。 そこで、 l

単位の質を落とさないよう自学自習を工夫することに

よって、 外国語については22.5時間の授業を1単位と設

定することにしました。 その代わり、 22.5時間の予習と

復習をきちんと保証するようなシラパスや学習指導をし

なければいけないということを約束してもらいました。

授業時間を減らすと質が下がるという指摘もありまし

たが、 1単位というのはどんな格好でも451時聞から成り

立っていて、 それは授業の1時間と自学自習で組み立てる

ものなので、 授業時間が減るから資が下がるというのは

おかしいはずです。 授業時間が少なくなるのなら、 予習

復習の時苅を増やす工夫をすればいいわけです。設霞恭

準では、 講義・演習は15-301時間、 実験・実技等の場

合には30-451時間の純湖で各大学が決めればいいとさ

れているので、 その規定には違反していません。

体育の実技も、 これまでは451時間l単位でしたが、 こ

れを機会に修正しました。私も単位制度を調べて分かつ

たのですが、 もともと実験や実技の45時間l単位という

のは、 苦肉の策でつくったわが悶独自のカウント方式

で、 アメリカにもそのようなものはありません。必ず自

学自習があるというのが大学の単位指IJ!主です。 旧制から

新制になるときに、 特に実験科目の多い理系からの要求

で、 単位制度が増やせないなら45時間1単位という考え

方を取り入れることによって、 全体の単位を圧織するこ

とになったのです。本来あってはいけないカウント方式

でした。 それを私は知っていたので、 体育も30時間に

して、 15時間はきちんと学生に運動や学穏をさせるよ

うにしました。そうすることによって、 体育の先生の負

担も今までの4分の3に減るのです。体育の先生方は割

と早く理解してくれました。 したがって、 lコマ75分で

組んでも制度上は一向に椛わないのです。

学期市Ijの変更に当たっては、 同じくセメスターiJjlJから

3学期制に変え、 またセメスター制に戻った金沢工業大

学に訪問して、 詳しく話を附いてきました。工学系の大

学なので、 あまり問題なくスムーズにいったそうでした

が、 本学のように総合大学でいろいろな分野があるとそ

れぞれの，思惑があって結構大変です。 しかし、 変えたい

という気持ちはもともと皆にあったことと、 質を務とさ

ずにiì1ìfカ的な運用をするということで了解してもらいま

した。

7教育改革の方法・アプローチ

7-1. 三つのアプ口ーチ

筑波大学の教育改革の方法・ アプローチとして、 われ

われは三つのことを強調しています。一つは、 先ほど挙

げた「筑波スタンダードjです(スライド12)。内容と

しては、 まずそれぞれの学群の教育B標を掲げ、 学類ご

とに人材育成像、 教育の内容と方法、 達成すべき水準を

能力という形で明示します。 さらに、 ここが重要なポイ

ントですが、 「教育の質の保証jという項目を共通に設

け、 カリキュラムプランニング、 FD、 学生からの評価、

卒業生のフォローアップに対する質の保証について、 学

類ごとに社会に向けて明示しています。 最後には卒業後

の進路統計データもあります。 全部で25学類あるので

かなりのベージになりますが、 受験生や学生、 教職員に

自己られ、 ホームベージでも公表されています。このスタ

ンダードを、 常に立ち返るべき原点として位置付けてい

ます。

二つ目のアプローチは、 筑波大学FDです(スライド

13)0 1番目の特長は、 広義の FDの定義を採用している

ことです。 通常の教授法の改善などを指す狭い意味の

FDではなく、 教育改革 向上を目指すためのFDです。

教育だけでなく研究や管現・運営なども含めて、 大学が

持つ機能に準じてテーマを変え、 全学的なFDを年間10

回ほど実施しています。2番目の特長は、 PDCAサイク

ルを明示して、 それが行われるような仕組みをつくって
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いることです。 3番目はデータ主義です。 教学システム

を使い、 履修状況や成績評価の分布状況などのデータを

可能な限り教育組織に公開しています。 大学全体の FD

と各部局の FDという二重構造なので、 大変と言えば大

変ですが、 楼み分けをしながら実施しています。

三つ目の方法としては、 カリキュラムの改革だけでな

く教育方法の改革として「アクテイブ・ラーニング」を

取り入れています(スライド14)。 学生が授業へ参画で

きるようなデイスカッションを取り入れたり、 瞬時に学

生の意向がデータとして出るようなクリッカ}という装

置を使ったりしています。 また、 Mood1e等を活用して、

学生が講義の内容や:Þr:!立な資料、 文献をコンピュータ上

からいつでも入手して自学自習ができるように、 情報環

境機構の協力の下、 工夫しているところです。 また、 先

述のTんT Fの活用も行っています。

さらに、 今までは準研究員という制度を取っていまし

た。 準研究員というのは昔の助手のようなもので、 行政

職なので教育にはコミットできません。 大学j完を出たポ

スドクや、 博士号を取らずに後期課程を修了した学生が

準研究員になっており、 全学で1 50人ほと守います。 この

準研究員を何とか活用するため、 この4月から特任助教

か特任研究員のいずれかに名称を変更しました。 組織に

よって選択でき、 特任研究員だと授業は担当できません

が、 特任助教にすればできるので、 ほとんどが特任助教

に変えました。 従来の準研究員が3年任期だったので、

それに合わせて特任助教も3年任期としました。 いわゆ

るテニュアトラックの助教とは迷います。 助教のテニュ

アトラックは5年以内の任期で、 審査によって更新され

れば終身の地位を得ることができますが、 特任助教は

もともと3年任期で躍っていたので、 3年で代わります。

そういう若い人たちが各分野の授業を扱当しており、 も

ちろん従来の準研究員なので、 助手的な仕事を一方では

しています。 組織の中の雑務もしますが、 授業経験も重

ねられキャリアアップにつなげます。 このように、 大学

院生のT Fと悶l時に若手の人材を活用しているところで

す。

7-2. 教養教育の理念と目標

教養教育の理念と目標はそれぞれの大学が掲げてい

て、 特に目新しいものではありません。 筑波大学では 5

年ほど前に、 青干談会で教義教育の理念と目標をオーソラ

イズしてもらいました(スライド15)。 教養教育の理念

はf教義教育は、 国際化や科学技術の逃展など激しい変

化に対応できる統合された知の基盤を与える」というも

ので、 目標として「基盤教育J1アカデミック・リテラ

シーJ1ヒューマニティHキャリア」という四つの領域

を設け、 これに基づいて科目を編成しました。

その後、 救護教育機構をつくり、 まずは総合科目と外

国語科目の改革を今年度から始めました。 この改革には

I年以上かかりました。 なぜならば、 ご存じのように平

成3年に大学設置基準が大t開化されて、 筑波大学はそれ

までの外国語教育や体育などの一般教育を担った教義教

育の単位数を会体として半分にしたのです。 他の悶立大

学も専門教育をZ重視するようになりましたが、 今考える

とそれは無策であり、 これを何とか揺り戻す必要性を感

じていました。

ところが、 各組織は学生の負担になるなどと言って強

く抵抗します。 いったん下げたものを上げるのは非常に

難しいことが分かりましたが、 根気強く努力し、 まずは

総合科目の見直しと単位数を増やしました。 高年次の教

主主教育については継続課題になっていますが、 いずれは

充実させようと思っています。 外国語科目についても創

設以来38年間、 改革らしい改革は侭も行われてきませ

んでしたが、 学術的な教義を前面に出して、 根本的に組

み直しました。 それは新聞にも138年ぶりの外国語教

育改革Jと出ましたが、 それが今年から始まりました。

体育についても、 一部試行しているところです。 研究大

学における教義教育が重要であることは皆さんもご存じ

だと思いますが、 ここへ来て、 筑波大学は教義教育の大

切さを改革に結ひー付けているのです。

7-3 筑波大学の科目構成とカリキユラム編成の特徴

筑波大学の科目構造は、 他大学のように一般教養・一

般教育という科目はなく、 共通科呂というものが従来の

一般教育、 外国語科目、 体育、 情報処理であり、 くさ

び型の中で行われています(スライド16)，1 関Jlli科目j

は創設時からあったユニークな科目区分です。 極端に言

うと、 学生の所属している組織以外の組織の科目を取れ

るようになっています。 筑波大学では、 最大限40%程

度の科目は他学類から取れるのです。 自分の所属してい

る組織だけでなく、 ほかのところからもたくさん取れる

ような構造になっています。 特に人文系の学類は、 関連

科目を履修する場合が多くなっています。 これは、 教養

的科目にも専門の科目にもなるという便利な科目区分で

す。

これは発怨の転換ともいえる科B区分です。 {予唱えば、

生物学の学生が心理学を取った場合、 心理学は専門科目

ですが、 生物学の学生にとっては教養教育となるわけで
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す 。 これによって、 教去を科目をt首やすことができます。

つまり、 共通科目が少なくても、 他学類から多く取れば

教養の輔が広がるという仕掛けが「関連科目Jです。 そ

の窓味で、 教養科目が4年次、 最終学年までも行ってい

るという構造になっています。 これについては、 わかり

やすくより明君臨にしながら、 さらに検討を重ねていきた

し、と思ってし、ます。

実際にデータを見てみると、 心王型学類の開設する専門

科目は心理学類が入っている人閥系(人向学群) からは

履修禁止の科目ですが、 多くの学類から学びに来ていま

す (スライド17)。幅広いところから取りに来る科目が

あ る一方、 例えば、 化学類が開設している全学に凋かれ

た 総合科白の履修者は、 理工学群の学生が中心で、 人文

や情報の学類からはあまり取りに来ません。 これも是正

しようと考え ています。「学生は放i宣すれば得意科目の

み股修jという九大の総長特別補佐の言葉があるよう

に、 各学群・学類で総合科目を拠出して全学に開放して

いま すが、 放置すれば偏りも出てきます。 これを改善

するため、 教 養教育機構では今年度から工夫を始めまし

た 。

ス ライド18が、 今年度実施した改革です。 総合科目

に は IとEがあります。 Iはフレッシュマンセミナー

のほか、 言ってみれば導入教育的なものです。 約500人

の 学 生が履修する「筑波大学特別講義Jのほか、「キャ

リ ア デザイン Jr筑波大 学と嘉納治五郊のレガシ-J

rJAPIC連携講義jなどの新しい科目も新設しました。

また、 中核である総合科目Eも、 主に理系にかかわる総

合科目(A)、 文系にかかわる総合科目( B )、 文理にま

た がる総合科白( C) という三つの領域に分け、 最低2

単位ずつ取って全体で6単位を必修にしています。 従っ

て、 理系の人も必ず文系の科目を、 文系の人は理系の科

目を取ることになりますが、 これは大阪大学でも東大で

も、 どの大学でも行っていることだと思います。 もう一

つ、 コア科目の開発があります。 大学全体として共通の

コア になるような新しい科目を設けるため、 まずは「現

代人のための科学Jに取りかかりました。 これについて

は次で説明します。

7-4 先導的教育プログラムの閥発と実践

さらに、 先導的な教育プログラムを開発することを目

標に掲げました。 内容は大きく三つに分けられます(ス

ライ ド19)0 r学ぶことのモチベーションjとしては先

ほどコから何度か申し上げた「筑波文学特別講義Jがあり、

ここでは超大型授業における厳格な成績評価を行いま

す。 また、「アクテイブ ラーニング」としては「現代

人のための科学Jがあり、 学生の授業への積極的な参加

を促し、 議論や考察を行わせます。 そのために、 先述の

クリッカーやeーラーニング(Moodle) を使います。 特

に今年の目玉は産業界との迷扱で、 JAPICとの述携講

義「グローパル時代のトップランナーJを開講していま

す(次ページ参照)。

それから、 新しく「コモン コアjという科目を開発し

ました(スライド20)。 これは主に文系の学生のための

理系総合科目で、 現代を生きるための科学技術リテラ

シーの泊養と、「知識Jと「スキJレJに加えて、「姿勢・

態度Jの育成を目指しています。 この授業では、 ディス

カッションやアクティブ ラーニングを通じて、 証拠に

基づいて議論するカを学びます。 文系の学生にもきちん

と科学を知ってもらうために、 教養教育機構でテキスト

も作っているところです。 教義教育は、 既存の科目を組

み醸すだけでなく、 このように新しいカリキュラムを開

発しなければいけないという観点から、 現在は第2�i手、

第35単の「 コモン コァ」科目を作成しようとしています。

また、 本学とJAPIC(日本プロジェクト産業協議会)

が連携を結び、 グローパJレな人材育成のためのリレー講

義を行っています(スライド21)。 今年度のl学期は「日

本の課題とl伐略jというテーマで、 大体隔週の土!隈日に

2 コマ集中的に行います。 この写真はす「日銭会長・中教

審会長の三村きんです。 JAPICに参加している企業や

官界から、 現在約 50名に客員教授の称号を付与してい

ます。 産業界では中堅以上の人たち、 官界では事務次官

経験者、 文部科学省課長もメンハーに入っています。 講

削Jの資格認定は「教育イニシアティブ機構」で審査しま

す。 関逃する各研究科では人事に持聞がかかるためで、

全学的な科目についてはこの機構の中で行うことになっ

ています。

このリレー講義には大学院生も学部生も参加できて、

約300人ほどが履修しています。 割価もこの講師たちが

行います。 もちろんTAが 5人ほど付いて出席やレポー

トの回収をします。「教育イニシアテイブ機構Jできち

んと評価基準を設けて、 講師が直接レポートを読み、

TAと連絡を取りながら評価をします。 講師のほとんど

は1回限りの講義を担当しますが、 来年からは毎学期担

当してもらったり、 あるいは産官界の人たちの中には海

外で経験を積んだ人が何人もいるので、 大学院生を対象

に少人数でデイスカッションの英語セミナーを行ったり

してもらい、 より充実させることになっています。
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B 教員組織と教育組織との分離

8-1. 筑波大学大学院の設置形態

冒頭に言いましたように、 ここ2年間かけて今の新執

行部が最初に取り組んだのは、 教員組織と教育組織との

分離です。 恐らく大阪大学では現在、 先生方は研究科に

所属していると思います。 筑波大学も法人イちした後、 こ

の10月まではそうでした。 ところが、 本学には87の大

学説専攻があり、 十数人の小さい専攻から医学のように

侭百人という専攻もあり、 とくに小さい専攻だとポスト

がないためなかなか昇進できず、 先行きが見えてしまう

のです。 そういう不都合もありましたし、 新しい教育プ

ログラムや学佼プログラムをつくるときには、 教員を既

存の専攻からはがきなければいけません。 例えば、 新し

い専攻をつくるときには、 当然ながら同じ段階レベル

でごつは専任できないため、 教員をはがきなければなら

ず、 実はこれが非常に難しいのです。 そこで、 筑波大学

の創設時のように、 教員は教員組織として本籍を悶定さ

せ、 専攻や学若手は教育プログラムもしくは学生の組織な

ので、 どこへ出向しでもいいという形にしました。

それまで「学系Jという名前でした。 われわれだと教

育学系ですが、 医学系や工学系など合わせて27ありま

した。 その教員組織は、 八事権や財政権を持ちながら研

究の組織でもあったため、 あまりにもカが強くなりすぎ

て、 教育組織からの要求があまり通らなくなりました。

新しい人事もほとんどが術究業絞で判断するので、 教育

の方がおろそかになってしまいます。 それに対する反省

から、 後で詳述するように新たな組織改編を試みまし
マ­~。

その前に、 大学院の設霞形態について述べたいとJELい

ます。 筑波大学はもともと 5年一貫の博士課程と修士の

二本立てで来たのが、 今は設置基準にあるタイプを全部

持つ形態に変わりました (スライド23)。 一部一貫性が

残り、 基本的には他大学と同じように博士前期・ 後期と

いう形を取りましたが、 この図はこの間の変遷です。

8-2 大学院の課程制から部局化へ

当初19あった博士課程を、 法人化前の平成13年、 14

年に七つの大研究科にしました。 私が研究科長をしてい

た人間総合科学研究科は構成員約660人で、 全学約1，700

人の4割です。 われわれ教育学から心理学、 i寧害科学、

体育、 芸術、 医学、 看護学という七つの研究分野が一

つになっています (スライド24)。 世界最大の学際研究

苧|と言ってもいいでしょう。 隣の茨城大学の全教員が約

550人なので、 それよりもこの研究科所属の先生の方が

多いのです。 宮崎大学が670-680人程度なので、 ほぽ

宮崎大学の教員規模と同じぐらいの研究科です。 もちろ

ん小さいところもあり、 東京地区の夜間大学院であるビ

ジネス科学研究科、 統合した図書館情報メディア研究科

はそれぞれ60人ほどです。 あとは大体200-240ノ、の規

模です。 具体的に見ると全部で87の専攻があり、 人間

総合科学研究科だけでもあの専攻を持っています (ス

ライド25)。

8-3 新たな教育研究体制の構築と制度設計

教教分離は、 法人化前に学系に援かれていた教員組織

を、 学群や研究科規模におおくくりしようとするもので

す。 (スライド26)。 今夜lの目玉はここに記したように

「学」を付けないところにあります。「学Jを付けると、

どうしても100学jという官僚の組織になって権限を

非常に強く持ってしまうので、 もっと軽いやんわりした

組織にしよう、 極端に言えばただの教員の集まりにしよ

うとしました。 ただし、 人事だけは教員組織できちんと

行います。

人間総合科学研究科は大きいので四つに分割しました

が、 割とすんなり受け入れられました。 従来の大研究科

に合わせるような形で、 教員総織では基本は200人規模

に分けました (スライド27)。 括弧内が実際の人数で、

100ノ、のところもありますが、 一部を除けば200人規模

です。 ご覧のように、 みんな「学Jがありません。医学

は最初から、 医学系を主張していましたが、 「学Jを付

けではならないという方針を貫き、 結果的に医療科学と

いう分野もあるので「医学窓療系Jという名前にしまし

た。 夜苅大学読のビジネス科学研究科でも、 どうしても

ビジネス科学系がいいと主張していたのですが、 最終的

にはビジネスサイエンス系になりました。 カタカナにし

ただけです (笑)。

8-4 教員組織の制度設計

新たな教員組織の コンセプトは、 「学伎を与える諜程

を中心とした教育の在り方を徹底するJということが一

番の大きな狙い所です (スライド28)。 それを制度設計

するときに、 現在の研究科や学群という枠組みはそのま

まにし、 これらの組織の改革はせず、 名前も変えません

でした (スライド29)。 名前を変えると設置議マターに

なるので、 それは避けました。 従来の学系は今年度の3

月で完全に廃止されます。 教員組織は「系 (faculty)J 

にしました。 ただ、 運用上必要のある場合には系の下に
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「域 (field)Jを霞くこともできるようにし、 系によって

域を設けるところと設けないところができました。 間

つ、 五つに分けているところもありますが、 大体50人

を規模に考えようということになっています。 各系には

部局人事委員会、 つまり教員人事の管理機関が置かれま

す。

各系の定員枠は回定化しません(スライド30)。 つま

り、 教員の数は系によって変わり得るのです。 ただし、

最初の初期値は設定し、 現在の状況で教員のポスト数を

各系に分けました。 今後は毎年、 教育研究組織の担当規

模は定期的に変わることになります。 系で最も責任の重

いのが系長で全学に10人、 この10月に誕生しました。

系長は従来の部局長よりもっと上の地位にしました。 専

任職なので、 各系には一つポストが本部から行きます。

手当は部局では最高級で、 従来の研究科長よりも多くな

ります。 しかも、 執行役員という名前まで付きます。 部

局の代表でもありますが、 われわれ役員と同じような佼

置付けで、 全学の法定会議にもメンバーや階席者として

加わります。

基本的に、 毎年本部が一定の割合で各系からポストを

吸い上げることになっています。 都合は1%か2%かま

だ決まっていませんが、 そのような流動枠、 戦略枠を系

から本部にもらい、 それを本部が各系に再配分するので

す。 昔の筑波大学は、 定年で辞めたポストを全部本部が

吸い上げて、 必'l*に応じて座布団をi度すという全学人事

委員会のシステムを使用していました。 しかし、 新しい

システムでは定年のポストではなく、 各系が毎年一定の

比率を拠出し、 それを本部が戦略的に再配分します。 人

事は非常に複雑になりますが、 基本的な仕掛けはそうい

うことです。 そのため、 毎年「系」はポストの数が変わ

り、 系長はそれを管理しなければならず、 系長の役書jが

非常に強く重くなります。

従来の実質的な研究組織として「学系Jがありました

が、 これからは研究グループというものがつくられてい

きます。 筑波大学の創設にあたってプロ ジェクト方式と

いう形も構想されましたが、 結局は研究組織z学系とい

う形を取るようになってしまいました。 今回は、 それを

もう一度教員組織から切り離そうとするものです。

もちろん、 教員一人ひとりは個人研究をしています

が、 研究機能向上のため、 登録制・認定例の研究グル}

プを設けることにしました(スライド31)0 2人以上い

れば登録でき、 その研究グループの活動が認められれば

それを認定するという、 5年間の認、定制度を設けました。

認定されればその研究グループは、 直接に人・物・金が

付くわけではありませんが、 学内でさまざまな俊遇措置

を受けることができます。 さらに認定された研究グルー

プが研究を活性化・発展させれば、 センター化も可能で

す。 センデ}になれば、大学として人も物も支援します。

現に今年も、 サイパニクスというロボットの新しいセン

ターもできました。 このように研究グループの芽を伸ば

して育てようとしているのです。

現夜、 学内には21の研究センターがあり、 類型化さ

れています。「全国共同教育研究施設」の中には拠点の

センタ}が三つあります。 また、「学内共同教育研究施

設jという、 部局の中にセンタ}があるものがはあり

ます。 このような類型をした上で、 5年にl回評価をし

て、 組み直しゃ統廃合を行います。 既存のセンターを組

み替えると同時に、 新しいセンターもつくろうというこ

とです。

8-5 新教育研究体制の遂営

教員組織である系には、 他χ学の教授会に当たる教員

会議を置きます(スライド32)。 専攻や学類という教育

組織は、 今までは教員会談と呼んでいましたが、 そこが

一つのムラ級織として硬直化しないように工夫しまし

た。 つまり、 教授会に相当する教員会談では主に人事を

行い、 教育のプログラムの運営は教育会談で行うという

ように、 二つを明確に分けました。 人事組織も整理し、

部局人事委員会を設置しました。 本部ではチェックだけ

を行います。 各部局長の選任では、 学長選考会談と同じ

ように系長選考会訟を設置します。 今まではそれぞれ所

属教員による投票で部局長を選んでいましたが、 投票に

こだわらずに選考会議が決められるよう、 学長選と同じ

仕組みにしました。 意向投票や構成員の投主主は参考とな

ります。 また、 系は教員の集団なので、 それぞれの系に

は教育担当、 研究担当という、 副学長の担当部箸とほぼ

マッチするような担当者を霞いてもらい、 本部と部局の

つながりを強化することにしています。 他方、 研究科

学群は教育会議あるいは運営委員会方式で運営されてい

ます。

教員人事は少し複雑になりますが、 「系」ごとに上限

枠を決めるとともに、 本音11は毎年度「本部任用教員等」

「外国人教員」を別枠で定めています(スライド33)。

そのほかに「全学戦略枠JI部局戦略枠JI部局枠jを

定めることになっています。 毎年、 本部は全学で使う枠

も部局ごとの枠も定めなければいけません。 人事プロセ

スについては、 まずは教育組織から必姿とする授業・カ

リキュラムに基づき、 学群長や研究科長にどのような人
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材・ ポストが必要かを決め、 各系の部局人事委員会にそ

れを上げます。 教育と研究それぞれの方から来る要求や

要望等を受けて、 系長は一定の基準をもって波監枠を決

定するという仕組みになっています。

9. 筑波大学における学位プログラム化の方向性

ところで、 学位プログラムを実現するためには、 全学

的な教学マネジメント体制の整備や教教分離、 教授会の

代わりに設置する教員会議と教育会談、 教員の教育機能

を支援する専門的職員や事務職員の配置などが必要です

(スライド36)。 これはわれわれが文科省の中教審の分

科会のワーキンググループで議論したことで、 背字で舎

かれた項目については私が部j学長になった燦に災現され

ました。 赤字の専門職員の配置やSDは、 筑波大学のこ

れからの課題になっています。

学位プログラムは、 簡単に言うと組織中心から学位中

心に考えるということです (スライド37)。 今までは学

類や専攻ごとに教育呂標、 カリキユラム方針、 アドミッ

ションポリシーというように組織から考えました。 学位

は一つの専攻で複数持っている場合が多いので、 学1ll:か

ら教育目標やカリキュラム方針、 アドミッションポリ

シーを再考するようになったのです。 百IJの言葉で言う

と、 学生の視点に立って見直そうということです。

私は当菌、 二つのことをしたいと思っています (ス

ライド38)。 まず、 f博士課程リーデイングプログラム」

が採択されました。 これは分野横断的な大学院であっ

て、 学位プログラムとして設計し、 したがって殺しい専

攻はつくっていません。 来年あたりは学士課程のリー

デイング構想が概算要求に入っているので、 学士課程で

もつくるための準備を進めています。

もう一つは、 既存の学類・専攻の学位プログラム化作

業です。 一つの学類 専攻で複数の学f立を持っていると

ころは、 学位ごとに教育目標やカリキユラム方針を会関

に作り直すもので、 この作業は大変ながら笑行していま

す。 まず、 全学共通の教義教育の担うべき「学士カjを

策定しました。 スライド39に、 本学の教育日襟「筑波

スタンダード」の五つの目標で身に付けるべき能力を挙

げていますが、 これを下に全学に共通した「学士カJと

して設定いたしました。 次は各学類です。 例えば、 社会

学類では社会学、 法学、 政治学、 経済学という四つの学

士を出していますが、 それぞれに目的・目標と、 身に付

けるべき能力を明示するように作業を進めています (ス

ライド40)。 学士課程はこのような形で学佼プログラム

化の作業をしており、 大学院は来年度着手する予定で

す。

大学院の場合、 筑波大学には修士が今49種類、 博士

が47種類あります (スライド41)。 この学位ごとにつく

るので、 一つの同じ学位が複数の専攻の中に見られるの

です。 例えばわれわれの教育学の博士は、 教育学の専攻

にもヒューマンケア科学専攻の中にもあります。 現学や

工学もあちこちにありますが、 それは学位から見るとお

かしくて、 工学という博士はみんな同じはずなのです。

それを獲理する作業は非常に大変なのでまだ先の話です

が、 グローパルの視点から見ると、 問じ学位名で異なる

日襟があるのはおかしいので、 基本的には学位ごとに三

つのポリシーを作りTI\[す必要があります。 場合によって

は、 学位名を変更しなければなりません。

スライド42に示されているのは、 本学のリーデイン

グ大学院として誕生したヒューマンハイオロジ- (人間

生物学) という医学と生物を融合させた大学院です。 し

たがって、 この学位プログラムはどちらかの研究科には

置きません。 言ってみれば、 パーチャル的な訴しい専攻

あるいは研究科で、 「筑波大学グローパル教育続」とい

う名前の学位プログラムとして位霞づけています。 既存

の研究科を跨いだす「しい学位プログラムなので、 既存の

博士課程を担当しながらここでの博士担当もできるよう

になっています。 通常、 設援基準上は、 博士課程の専攻

を二つは専任で持てませんが、 学佼プログラムならばそ

れは認められ、 現段階では設置審にもかかわりません。

その学位プログラムを専攻や研究科にすると設置審にか

かわることになります。 今は定員20名ほどの学生を受

け入れ予定ですが、 その定員は既存の専攻から集めなく

てもいいのです。 新しいリーデイング大学院の設置審の

対応はこれからだと考えられます。 そういう前提でリー

デイング大学i売はスタートし、 研究科と同じような一つ

の新しい教育組織として早急に準備を進めているところ

です。

10目 おわりに

最後に、 今なぜわれわれがこれほど忙しいのかという

と、 一つは日本人の食事・ r，恐文化、 つまりは雑食性か

ら来るそうです (スライド43)。 それから、 われわれ教

員はTRMのすべて、 教育も研究も経営マネジメントも

行います。 これは日本の宮僚組織やその脊成方法と同じ

になっています。 そういう棲み分けのない組織特性が、

われわれを忙しくしていると考えられます。
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教員評価の留意点として、 2.6.2理論というものがあ

ります。 どんな組織・団体も一生懸命やる2i'Wがいると

恋えば、 足を引っ張る2割がいます。 しかし、 そういう

組織が一番安定しているのです。 組織には一生懸命やる

人ばかりでも駄目で、 駄目な人も必要なのです。 これは

アリなどの実験からも言われていることです。 イギリス

のある自動車会社が、 毎年一人ずつ駄目な人の首を切っ

ていったところ、 最後にその会社はつぶれたという話さ

えあります。

したがって、 われわれは評価を考えるときに、 一生懸

命やる人にどういうインセンテイブを与えるか、 あるい

は駄目な人をどうすれば辞めさせるかという議論をする

ことが多いのですが、 それは必要ありません。 組織の安

定性からすると、 何も褒美をやらなくても一生懸命やる

人が2割いる一方で、 駄目な人の首を切ってもまた駄目

な2割が出てくるのです。 それが組織特性なのです。 そ

の意味で、 むしろ真ん中の6割の人を底上げするような

評価システムをつくろうと、 私はいつも言っています。

しかし、 各大学での議論は依然として上位2害jや下位2

割の人を対象に行われているようです。

昨年は嘉納治五郊の生誕150周年で、 筑波大学は嘉納

治五郎の鏑像を本学の広場にシンボルとして造りまし

た。 前の東京教育大学の東京キャンパス、 武道館にも一

つずつあるので、 三つ日です。 嘉納先生の精神や教育方

針を受け継ぎ、 筑波大学の教育の発展に向けて努力して

います。 ご静聴ありがとうございました。
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議議色戸大私
学士課程プログラムの展開と

教育の質保証

清水一彦
筑波大学副学長・理事

平成23年12月27日

IMAGINETHεFUτURE 

グラデュエート・キャリア・プラン
警暴仇波大学LÕ<"""'IJザr..h.&.

1 大学院科目履修(学群生の大学競科目履修 H19-)

2大学院共通科 医 (H19試行、H20-)
3社会人のための博士後綴課程早期修了プロ

グラム(H19-)
4 デュアルディグnリープログラム(H20-)
5. TF制度の実施(TA制度運用) (H20-) 

社会人のための博士後期課程
早期修了プログラム(入学者数)

議筑波大学
品開叩戸時ね

H19 H20 H21 H22 H23 
(1)ビジネス科学研究科 2 (2) 2(2) 2(1) 0 

(2)数瑳物質科学研究科 9(5) 11(7) 1(1) 2(1) 5 

(3)ンス子ム情報工学研究科 10(8) 10(8) 14(12) 10(6) 13 

(4)生命環境科学研究科 2(2) 4(4) 7σ 6 

合計 21(15) 24(17) 21(19) 21(15) 24 

来( )肉は、 1年間で修了した者の数

はじめに
筑波大学の最近の教学改革
(1) r教育イニシアティブ機檎Jの設置
(2) r筑波ス告ンダード」の策定
(3) 数餐教育改革の突施

議在まと芸d哨

(4) rク、ラデュエート・キャリア・プランJの実施
(5) r未来檎想大学講座jの開設
(6) 3学期制から2学期制への移行
(7) 教員組織と教育組綴との分離
(8) r筑波大学グルーバル教育院jの設震

3つの「筑波スタンダードJ
3星学の理念を儲まえて句筑波大学におする教官の包摂とその連'"方法及び教育肉容の改答方策を含
む4李総みを朗らかにし本学の役荷主主雪として広〈社会に公表するもの

震

気遣スタンダド{学土課程 2007.3

教義教脅スタンダ…ド 2011，3 
白川限スタJゲード 20115 

理療顎欝溺
…一一山 附 勾 引

惨 ゆ

大学院共通科目(平成23年度)
護霊堂大学院共通科目委員会

隆澄整率墾墾翠

場

選挙筑波大学L仇w宵旬<f万"""

開設カテゴリー・科回数(合計70科目+α)
(1 )生命・環境・研究倫理(6科目)
(2)研究マネジメントカ養成(5科目)
(3)情報伝達力・コミュニケーション養成(12科目)
(4)国際性養成(9科毘)
(5)キャリアマネジメント(11科目)
(6)知的基盤形成(17科目)
(7)身心基盤形成(10科目)
(8)その他隆修を推奨する科目(30科忌程度)

TF(Teaching Fellow)制度
義勢筑波大学t山倫タザ'1ì.twt..

(1) (趣旨・目的)大学院教育由実質化回一環。 教育や授業の改
蕃に結びつく「設省力jを身につけさせる

(2)(育成する能力)具体的な教育(授業)目標を設定する能力。
自擦を達成するために行動する能力。 評価指擦を決定する能力。
評価基準を設定する能力

(3) (資格条件)博士後期学生でTA経殺害。了FにかかわるFD及び
事前・率後研修会への参加の慈務づけ

(4) (選考方法)FD推進委員会が総合的に評価、選考
〈窪学系専攻の妥結剖〉

TFは前期課程および学群の講義を告なくとも1コマ以上、指導教
員の立会いのもとに諮認を実施するとともに、前期課程
や卒業研究生田研究指導械助を行うように指導している。
年度末に報告警の提出を慈務づけている。
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未来構想大学講座の開設
義勢拡波大学品''''''';'7ザ認申お

IMAGINE τHE FUTURE 

未来志向型グローバル人材育成を由ることを自的とし、全学学生を対象とし

た科目(総合科怠ー符韓自歯科包)として、互f�長界等と遠浅し学外から諮師
を招き附躍する科目群

1銑革大学特別講諮一大学と学問一2. iltS�!こ臨むìfR捻界.'f{!Nトッフリーダーによるìm絞りレー諮務
3青木彩記念Z繁盛 ジャーナヲズムとメディアの現在

4.ID者の紋動ー未来を剖るスポーツ王国一

5創造学群袋三究学類 OBOG指苦手によるクヲエイティプ体験講座

教育改革の方法・アプローチ

" 

教務改革の方法アプローチ2

筑波大学FD 選議場控ぷ乙
特長 O 広露目FD 教宵改革向上を呂指す

o PDCA(Plan-Do-See)サイウJレの羽示

Oデータ主号室

"幽温制ね払雑鍵 時獄奴担問鵠.. 滋"か院'-'1， .切れ羽1.，-:町出瑚 1軍部品Z夜間..�柑 1・�r�，抑制絹昭如キá��'1恥わ鳩伺 宣剛弘包容;""，月4 町.将司冒撤回 川中"蜘供--飽開問惜糊開 田P高齢aJ<1.Il�n;ti亨9勉学構Z緋時的脚部仰向山下…
関精力即日山川町出

教養教育の理念と目標 議議診器江
- 教養教育は、国際化や科学技術の進展など激しい

変化に対応できる統合された知の基盤を与える。

- 教義教育の4つの目標
日芸喜怒数誌専門教育を支える靖広い基盤の構築

アカテミツク'J予告 専門人・社会人としての高度なコミュニケ
"ン能力の育成

ヒユ マニ子イ専門に偏ることのない箆かな人間性と高い倫
理由題号霊

山キャ'!J'社会に応える呂的窓識の形成

学期制の見直し 義勢色忠弘ωa
-3学淑制と2学期制を組み合わせた6つの区分で学均儲を翠沼し

他大学を先場することを授曙謹営体制の基本とする

開軒目3車期制!:iJ\l;6区骨由2草lIII(セメスター糊)へ蒋拝
q大学設置器準で忽定されるセメスター単位の滋賀を徹底
喧5週や10理の綬裟期間を残しながら、15週(f)授築実施も可能〈鋼索以駿を除、}
@授裟は学期及び授家安総の区分期間の完結型
@モジユ J凶1];1モジュールぉ6目、2モジュールロ10田、3モジュール=15田

教育改革の方法アプローチ1

筑波ス告ンダードの公表と活用

00学群の教育目襟
ð.ð.学類

1 教育目標(人材養成像)
2教育田内容と方法
3 達成すべき水準(-能力)
4教育の箆の保証

カリキュラムフラヱンゲ
4教侵法の向上(FD)
学生からのプログラム評鑓数民評"

6卒祭主主のフォロ アップ等

5卒業後の進路

教育改革の方法アプローチ3

新しい教育方法 �Y'J子イプ・ラーニンゲ~

- アウティフう同ニンゲ

言語窃型公乙

r，脅号室を悶くだけでなく、授設に穣極的に参加して、議室主・受験・
議論し、 考える。j

- そのために、
山 ウラスへの参函

・ デイスカッシヨン‘クリッカー

一回ended らLearning(Moodle)
- クラス外学習の環境整備

TA斤Fの活用 学生の教育事関
. 学生へのキャリア・経済交緩
・ 数民への負担滋を伴わない教育の質向上

筑波大学の科目構成とカリキユラム編成の特徴 益還ゆ出弘
科目の性格 履修の方法

一…一……
飢勘，_.�，o...陵情μ3柄引�H'�'"
...山盛時各『匝附.帥区凶4弘吋L岬鴻如_.叫一，“山益u山a目山塁町匂担.�υ山."附ψ..珍W…ア列.h伽山手刊e令私L鳴叩 震曲.刷 .加酌町u，，，吋J刈 a川…引仲m曾悶..a ..μs…切z町昏W…r叫叩品叫…-'0"-'曾e 町叩‘ e瑚 吃 .正芯z 均一一包鮎b問…ず"駒山印調醐
醐凶開問団抑制，\，，，'j'"醐

専門的科目
{専門科目専門基礎科医}x 

必修理択ー自由… マ …
教委義的科目 〆 ι 

(共遇税目関連科�)
ジ二封、 ロ

必修理沢目白
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教義教育改革・改善例(平成23年度より) 議場日記
- 総合科E フレ1hl:'.告すー晶陪

ー 総合科目I群の新段 -鼠震文字符担問轟 文学と苧悶
特!tr:よ酎ムニAス融

ー フ
え
目

h
て
を

h

、
配

右
可

置

;のrt!�初f卜年(必次修導"入=加羽 4刊7ヂザイ，.明王陸軍白血卦4刊7ずザイ" 一宇悶と 白骨
.tM"、ι""'11
-世界の.TSUKUBAで学ぶ

総合科目Eの庖修方法の改
，仕事と生活一男女共周密菌
共生�.:.“スと，ラ2手n

定 'みん立で回る号、つ(l;t7ヲ�，:..，.oγ"ト
- 哩

矧
ル2

む
単
6

広
'"

位
単

プ
科

い

位、
分

守
目

B
必

知
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か
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修

A し
の

ら の

僚
B盈
2

経
C低
単

の
の
A
位

た
3か

を

グ
め

ら
含
の
に‘ 知のE霊敏滋

-説草大学と直納地主祖母�b';-
'JAPIC連揖閤器一週露軽営と軽盟融陪‘謹長輯
笥".目-"'，，，λ材、f目ー^.晶・7目グオトヘ四器開

』 コア科目の開発 "鞠賀、監理.生命、現場に酷わる結合科目

- 現代人のための科学 "精神‘文色町社岳民歴史四闘わる母音羽目

ー 他iこも企箇中 "上毘ニつの科目群にまた却る抱合科目

学士課程プログラムの展開と教育の質保証

心理学類(人間学群l/
化学認(翠ヱ学群)限設科目
の各学煩からの鼠修状況

心理学頬閣設軒目
人間系3学類からの績修は禁止
多〈の学短からの履修

筑波大学FDの例

総合科目の履修の備り

化学頭開段科目
理ヱ学群からの履修が多い
化学摘が最大グループ

議議問L

筑波大学(教育GP)での試み先導的教育プログラムの関発と実践

新しい総合科目コモ:シコア

現代人のための科学
現代を生きるための

科学設術リテラνーの溜護

言語移主主と乙
学ぶことのモチベーション

筑波大学特別議議大学と学問

超大型授撃における厳格な成綴評価

「知機Jと「スキル」に加えて、

「姿勢態度Jの脅威

証拠に基づいて撞鎗するカ

ディスカッション アクティブラ…ニンゲ

8正誇手草学喜子、fきっと科学的知識の使m能力

広い範劉の科学の続念や街道の忍解

務著書を翻くだけで主主〈、
授撃に稜極的に番参加して、議論し、考える。

そのための讃境整係。Ih力ヘe-ラーニンゲ(moDdle)

建議界とのi重機
JAPIC逮主語講号室「グローパJレ時代(J)トップランナ j 

アウテイブラーニンゲ

現代人のための科学、現代を読もう

ぷ季五fjf.ご'5?é，議Lζ.. 

鍾綴慾�文系だと怒っている学生!こp

教員組織と教育絶織との分離

長議ゆ主主v也
山川，，，，-a，，，，白山崎

日 筑グ
葉7
て:- -" 
リ pレ
レな
}人

日用 役
務If

大学教育述艇のモデルに 催へ

塁-
不劾
苅11m 

JAPIC(目本プロジェクト庭菜惚日沼会)

会長三村尾高夫氏{既日銭会長、中教寄金畏〉

産援募との逮滋瀦緩

グローバル降代の
トップランナー

総"'こ緯むE星稜界官界トッツ')-ダ吋Zよる連総リレー鋳鎗

JAPIC連続リレ 議議

JAPICとの遠践により盆泉界・2界より
多数(剖名客員教授}の鶴傍を紹謄

1 学期日本の 際題と 戦略
2学期次世代をIQうグローバル人材
3学期ゲロ引iルプPノエタトで日本が
産業界と由連携による新たな議議の形を邑指す

プログラム秘録、成綴好E乱発億方法 n 

大学院の課程制から部局化へ
博士課程研究科の部局化

(平成23年度の現状)
( 7つの大探究科}

沼賓館時刻
紐dpヂイア布
袋馴何

人間信
義
喜
均一持ii

 

s
txmm女将

i
i

 

j

i

 

i
z
g

 

大学院の2課程並列制
(平成刊年度まで)

筑波大学大学院の設置形態

年
開
1
2
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究
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リη究窃土問叩?

 

•

 

同"..骨柄明
区'1""有企"'

竜彦衆車" 問前『咽尊種車悶名 "'民�前よる積署関虫色笹悶 ;・省;"'，回.冒e孔 川自司s会全"舗信的船羽 "医回字" tき

a，ま1医科? 8 1 1 3 13 
�"M"'" 2 1 2 5 
E思想寓"字 12 13 
〆又弘側諸 8 2 1 11 
同盟都字 2 3 7 1 14 
人句合同 8 5 6 2 3 2 26 
"阻唱騒，号，，， 2 2 
.調〈博士関阻1 3 3 " 40 I 13 16 4 I 5 2 5 2 87 

教員組織の制度設計
罰出発点としての教員組織の縄和'JllU:研究科・学群との主な対応関係

"良絡隠 ミ表網" '" λ主住吉f(1<1l' 1人工?上:，(十γ4千m 人主主化学O.社会同開宇o

ピ')平且ザイエ'-':;<兵i<11 Eジ�"'l守'<;立í1首自制民共Il�， l 晶君特立科学i耳常利 忽工"i'l，シZ子ム惜坦1i"'"， • .スリ."組I't!?!かれ 時E宇E君、問担乍町.1l.óH育課芋"生由喧喧皐t羽J t品問l主H乍府司件 生命気機""
人由民刊，" 人間7'i'1

咋胃兵"'0， 阿刊r;n

草間長IQ) ;'，府専門芋"
E苧�県五;';D) 民判t
図書割情官高r印T 同昌鼠情悶メディア回宝m 情館学Z本

民((庄司"

【]同母盈字".現在白樺土毘担陸宮H四位同世告書唱として‘世田崎問問視鼎圭橿阻で寵したも由で品晶，

教員組織の制度設計 機蹴人γ"相川ρ，"""お

前提
①現在の研究科・学群はそのまま
宰学系白廃止(平成24年3月)

1基本機能
教員経綴=その包吉する学問分野に係る教育と研究の双方に基

本的な寅任をもっ組織→f系J(Faculty)
また、 業務運営上由実施単位として「域J(F凶d)とい

う内部組織を置くことができる
部局人挙委員会=教員の定員・級別定数の管理及び採用ー昇任

の選考審査を行う

n 

喜多筑波大?t'8i"，市ヲ"""'嘗h

3.研究機能向上のための制度設計
(1 )研究グループの活性化

・研究グループ(本学常勤教員)のf登録」制度
.研究グループの「認定j制度(5年以内)
-セン告一化(人的=物的支援)

(2)研究セン担ーの評価と機能別分類
類型1 : r全閤共同教育研究施設J 4 

類型rr:f学内共同教育研究施設J 6 

類型m:r部局的属教育研究施設J 11 
" 

明たな教育研究体制の構築に向けた制度設計 ;

新たな教育研究体制の構築 喜多糊大学お曳=lryif1î"""'"

1 基本的なコンセプト
(1 )学位を与える課程を中心とした教育の在り方を徹底する。
(2)多様な形態の研究活動をより機能的に浸潤するための体制を

強化する。
(3)部局運営由自律性白向上と教育研究活動の更なる活性化を

図る。

2基本方策
(1 )教員組織の設置

(2)研究推進体制の強化

(3)評慌システムの充実

'" 

喜多筑波大学"尉官hヲザ�'""

2教員の定員管理

・各教育研究組織には、従来のような冨定的な定員枠
を設けない。

初期憶の設定
↓ 

教育研究組織の担当規模(担当数)を定期的に設定
i 

系長が所属教員の教育研究担当を決定
(定員及び級別定数の管理)

'" 

喜多筑波入学lkh.rû'Jif1î由ゐ新教育研究体制の運営

1運営体制の見直し
-教員組織(系)にはf数員会議j
.系長は専任の部局長枠
• f部局人事委員会Jf系長選考会議」を設置
・教育担当、研究担当ーーを置く

-研究科・学群に「運営委員会J(包括的震任)
・専攻・学類には「教育会議J(基礎的責任)

" 



学士課程プログラムの展開と教育の質保証

喜多器禁5JLMh

2.教員人事の新方式
上限枠の設定
=本部l立、毎年度「本部任用教員等Jr外国人教員」
「全学戦略枠Jr部局戦略枠」及び「部局枠」を定める

人事プロセス
・教育研究組織長(学類長→学群長、専攻長→研究湘長)

から部局人事委員会へ
-部局人事委員会 (総会断専門委員会)が配霞枠決定
.人事案件ごとに専門委員会で審査

お

学位プログラムとはっ

i ι群生による学修成果を盤捜する観点から、学生が短糊大学士学士修士得士i 専門蕗学位といった 在j認をE盟主ill;:;:誌t己ふ大学等において、当滋学位mレベル
!と学部分野に応じて遂践すごさ室長遣を堕丞し、その能力をささとと必鐙i1J.豆乏主主うIこ
I ttÆ鈎巳盆註主まと詑J1I2'B.?--=:芝生σこと

[これまで 両面O�7.l..]

(
ゆ 移住の取得を目指す笠朱φ!111f，l

区立つ工、その学位のレベルや分野
に応じて修得すべき能力を身に付けI
ることができるように、教育ブロタラ i 
ムを学集中心に体系出jにßH請する

教員の研究分野を基盤として行わ
れていた学部単科、著書究科専攻等
における教負の研究分野と即…体化
した教育の在り方

j 鐙々の教員が鍵供する綬裳の総和
j としてプログラムが絡まれる

る
る
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す
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大学の自主的自律If:lt.i:n安の淀保:íî!及びその向上を副首す " 

従来からの敏有銀総の考え方と学位フログラムを設寵した場合の考え方の諸般表

211122222rrfL… 
喜!I 園内附 岨盈量極量d z 

zii竺ゴ些J醐咽町ト画聖霊童包二郎

学士力の策定 義勢筑伽波同大州学'];.bt"， 

教育呂操と学士力の翠箆及び性格

[云"料撚笠間lM邸rM5551
1・"

:金丸岡軍.

〉宅ヨ閉e夜PM、n ιnZ= 耐問個。<昼
M
z吻人制山「時肺勾掴 肉町

M 
週匡機脳u L 

首耳鳴， . 明..文と皐化位叫 白号。君qウユ昌bポ"・引俳誌に恒酬.をEと o国λ昌世間世 認也。J生志田向 宮内
連3民，間n由闘叩制問帥。 持均 ロr{j::;予ー -ムhワ司ブ守口隠隅と o説
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義勢筑後大学"'糊吋ザア'"'-"

学位プログラム

� 

学位プログラム実現のためには何が必要か?

(1)大学の自主的ー自律的な教育の質保証のために‘全学Eトうな数学マネシメント体
制"''''備が必要である。

(2)教員を専門分野別!こ鏑成された「数民組織Jに所第させることとし当該教員組
織を学位プログラムと学生が所属する『教育活動のま弱Jから分離し、教員組践と学位
プログラムとを格対化(分離}する仕絡みが必要であるa

(3)r教録会」は.教員組織に訟けられるもの(教員の人事管理等に関する審織を翠
うもの�r数民会11i;Jと「教育活動の場11こも段けられるもの(教驚方針等に関する
審協を担うもの�r教育会後1>との複数を作り 教員が後継に応じて複数の教授会
に参加する仕組みが必要である{多〈の分野を 箔しての学位課稜の運営にはそれ
なりの爽佳紹縫が不可欠).

(4)教員の提言星及びFD題字を通じた変質向よも必要であるが、教員の教育緩能を支
援する専門的段良や家務総長の認Iil及びこれら絞異に対する絡絡的な窃修($0)の
充実が必婆である.

" 

選議悲恋fLh

筑波大学における学位プログラム化の方向性

当面はEつの方向性

(1 )博士課程リーディング大学院
(次年度には学士課程リーヂィング檎想、)

(2)既存の学類・専攻の学位プログラム化作業
学士課程「学士力J+r専門能力J
大学院課程r{審士カJr博士力J+r専門能力」

" 

専門カの策定 (社会学類の例) 喜多筑波大学u，，;，=ù可否向山
.齢.鎗

2
5
E
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大学続の学位授与 義務筑4弘波吋 大4学M曲

修士課程(教育研究科) 3専攻
博士課程 84専攻

く授与学位〉
修士号 49種類 69専攻
博士号 47種類 97専攻
専門職(修士) 1 種類 1 専攻

(博士) 1 種類 1 専攻

中間学位(修士) 3種類 8専攻
" 

おわりに
機筑波入学t.A.í..m'J弓rJ;w1包旬

(1 )日本の教育の多忙性
①日本の文化的特性→日本人の「雑食性J
②1納分けのない組織特性

T(Teaching) R(Research) M(Management) 
←官僚組織の特性(r部jr謀j制)

。rü霊線型』から「鐙主君主主」への移行

(2)教員評{菌の留意点
。組織の2・6・2理論

=下位2�罰lも組織の安定性維持には寅献
→真ん中の6言語を翠愛する評価システム
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ご務総ありがとうございました。
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